
下鉢山城は六方川右岸、下鉢山集落東側、標高約 50m の独

立丘陵に所在する。集落との比高は約 46m ほどある。丘陵全

体が城域となっており、東西約 130m・南北約 330m を測る。 

城主や城史に関する伝承や史料は不明である。 

(※豊岡市の城郭集成Ⅰより) 

下鉢山で穴見川

と六方川が合流

します。奥野源流

から全長 5,673ｍ

の穴見川の終着

地点です。              

●主祭神    伊弉諾神 〈イザナギノミコト〉 

●配祀神    須佐之男尊 〈スサノオノミコト〉  

 熊野咩樟日命 〈クマノノクスヒノミコト〉 

●由緒    此地は往古熊野本宮の社領なるが故にその分霊を勧請し三柱 

神を三所に奉祀して熊野宮に摸せしと伝ふるも創立年月詳かならず 

    鎌倉時代(1185～1333)神佛田 24 反あり神事は総て鉢山寺法師の掌りし 

より熊野権現又は八山権現と称す 

    天正年間豊臣秀吉山名氏を征し所在の社領を没収せしより鉢山寺も頽廢し且つ古文書散逸せり江戸時代寛永 2

年(1625)本殿を再建し奥、中の両社を合せて口の宮一社となしたりと伝ふ 

    明治初年(1868)三神社と改称し同 6 年(1873)10 月村社に列せらる。 

山頂にあった神社は、現在、山麓に移設されている。Copyright (C) 2008 兵庫県神社庁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振興部の 知っとこ！神美 2026 年 4 月号 

  知っておいてほしい神美を紹介します。 

１．熊野神社 

たちばなの郷 

神美裏路地探検 

コウノトリが悠然と舞う故郷を感じながら巡る六方平野を臨む熊野神社が見守る里 

２．コウノトリ巣塔 ３．ビオトープ（六方めだか公園） 

 
 

４．下鉢山城跡 

５．穴見川終着点（六方川との合流点） 

下鉢山 
 

熊野神社 

（山頂にあった時の神社） 

六方田んぼにはコウノトリの餌場となるビオトープ（六方めだか

公園）があります。ここには絶滅危惧種であるキタノメダカが生

息しています。 

このめだか公園は 2022 年に「みどりの日、自然環境功労者環

境大臣表彰」を受賞しています。 

コウノトリ巣塔 

ビオトープ 

下鉢山城跡 

下鉢山地区には神美地区に２基あるコウノトリの

巣塔のうちの１つががあります。今までに 10 羽

のコウノトリが巣立ちました（2025 年 7 月現在）。 

 穴見川終着点（六方川との合流点） 

2026 年の神美クイズは「知っとこ！神美」にヒントがあります 

今後も使用するので保存しておいてね！ 


